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(起工式くわ入れ)

「¥
「新坂本卜ンネルができれば，県道上那賀線改良にはずみがつ


き，すぐ全線 2車線になるな /J と考える?と，町長のくわを持


つ手にも自然と力がはいります D


三木知事さん/こんな思いが遠い夢とならないよう，よろしく


お願いします O
 

883月号

町民のうごき
世帯数  1，989戸人口 男 3，830 女 4，030 計 7，860(昭和63年 1月31日現在)

出生男  3女 2計 5・死t 男 4女 1計 5・ 転 入男  7女 7計14・転出 男10女 g計19(昭和63年 1月中)

広報かつうら 3月号=213・昭和63年 3月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -2511附

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
2月13日新坂本トンネル起工

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第213号 カ込� 4コ つ ら 昭和� 63年� 3月� 1日� (2) 

県道崎、島上那賀線、

新坂本

改良に向け

新坂本トンネル概要

延 長 640m 工事期間 自昭和62年12月

車線数 2車線� 至昭和65年度

設計速度 40km/h 言支 イ蒲 非常通報設備

幅 員 車道幅5.5m 非常警報設備

全幅7.5m 事 業 費 約13億円

県
道
徳
島
上
那
賀
線
は
、
徳
島

市
大
原
町
を
起
点
と
し
て
、
勝
浦

郡
内
を
縦
断
し
、
那
賀
郡
上
那
賀

町
に
至
る
総
延
長
七
十
一

・
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
路
線
で
す
。
こ
の
道

路
は
勝
浦
町
、
上
勝
町
の
両
町
に

と
っ
て
、
徳
島
市
と
連
絡
す
る
唯

一
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
早
急
な

整
備
が
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
坂
本
地
区
に
あ
っ
て
は
、

道
路
の
幅
が
狭
く
対
面
通
行
も
ま

ま
な
ら
な
い
う
え
屈
曲
も
多
く
、

当
路
線
で
一
番
の
交
通
の
難
所
と

な
っ
て
い
る
区
間
で
す
。
こ
の
解

消
を
図
る
た
め
、
三
渓
か
ら
上
勝

町
正
木
ま
で
の
約
四

・
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
、
昭
和
五

十
七
年
度
か
ら
道
路
改
良
工
事
に

着
手
し
て
お
り
、
新
坂
本
ト
ン
ネ

ル
は
、
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て

施
行
さ
れ
ま
す
。

全
体
計
画
の
う
ち
、
二
・
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
坂
本
川
を
挟
み

現
道
の
対
岸
に
バ
イ
パ
ス
と
し
て

計
画
さ
れ
、
新
坂
本
ト
ン
ネ
ル
は
、

現
在
の
坂
本
ト
ン
ネ
ル
の
南
約
二

百
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
新
設
さ

れ
ま
す
。
こ
の
新
坂
本
ト
ン
ネ
ル

を
含
む
バ
イ
パ
ス
が
完
成
し
ま
す

と
、
道
路
延
長
に
し
て
約
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
が
短
縮
さ
れ
、
安
全
で

快
適
な
通
行
が
確
保
さ
れ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

島町

...新坂本ト ンネル上勝側ト ンネル口

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス



(3) 昭和63年 3月 l日 ヌう込 ザコ つ ら 第213号
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原 因

症 状

救急処置

熱けいれん

尭汗による過度の塩

慣の圏先

平常よく直用する

肪にけいれんがおこ

ぷき，
日韓で安静にし.塩

掴 と水母を与える。

熱虚脱

帽瑚掃の早生，脱水

めまい.皿捕.失神

掴E隈.蒼白でL.ーと

りした皮膚

体置は程度よ昇

回睡で慣にさせ水舟

を与み議

うつ熱(日射病� )

体置岡町中帽の央闘

高樟温，興奮性.脱

力感，ぜん葺.あっ

い乾蝿した皮膚

尭汗は比世的少ない

日睡で水分を与え，

聞を捕やし田重症の

場合はすぐ匡者へ連

時

獄中症の症状と救急処置

-ハウス構造装置の改造

自
動
式
農
薬
敵
布

換気装置

送風
装置

や
す
い
。
治
り
に
く
い
。
と
訴
え

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

ハ
ウ
ス
病
の
予
防
と
対
策

〈熱

中

症

〉

。
で
き
れ
ば
ハ
ウ
ス
を
大
型
に
し

て
換
気
装
置
を
つ
け
る
。

。
高
温
下
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
乱
、

の
消
耗
が
大
き
い
の
で
そ
の
補

給
を
充
分
に
。

。
睡
眠
不
足
、
下
痢
、
疲
労
気
味

の
時
は
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
作

業
す
る
。

〈泊
祭
シ
ョ

ッ
ク
〉

。
ハ
ウ
ス
か
ら
外
に
で
る
時
、
ゾ
ツ

と
す
る
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
ハ
ウ
ス
内
で
汗
を
ふ
き
と

り
十
分
着
こ
ん
で
外
に
で
る
こ
と


や
、
段
ど
り
よ
く
仕
事
を
し
て
、


な
る
べ
く
出
た
り
は
い
っ
た
り
す


る
の
を
少
な
く
す
る
よ
う
心
が
け


ハ
ウ
ス
に
中
間
気
候
室
(
予
備

室
)
を
設
け
て
休
憩
や
着
が
え
に

利
用
す
る
。

亀
岡
性
疲
山
方

。
作
業
を
計
画
的
に
実
施
し
ハ
ウ

ス
内
作
業
は
一
日
五
時
間
以
内
を

目
標
と
す
る
。

。
睡
眠
、
休
憩
は
十
分
に
と
る

0 

0
腰

痛

。
時
々
、
小
休
止
を
と
っ
て
体
操

や
背
の
び
を
す
る
。

〈農
薬
散
布
〉

自
動
散
布
が
望
ま
し
い
が
そ
う

で
な
い
時
は
、
防
除
着
、
マ
ス
ク

を
つ
け
る
等
防
備
は
万
全
に
し
後

退
し
な
が
ら
散
布
す
る
。

。
散
布
後
は
二
時
間
以
上
経
過
し

て
か
ら
ハ
ウ
ス
内
へ
は
い
る
。

〈栄

零

暴
飲
暴
食
を
避
け
朝
食
は
必
ず

食
べ
る
。

。
た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
に
摂
取
し

ス
タ
ミ
ナ
を
保
つ
。
水
分
の
補
給

に
は
牛
乳
を
飲
む
の
が
望
ま
し
い
。

〈そ
の
他
〉

二
重
ド
ア
を
つ
く
っ
て
ハ
ウ
ス


内
へ
の
出
入
り
を
容
易
に
し
た
り


密
植
を
避
け
る
等
作
業
能
率
を
あ


げ
る
工
夫
、
大
切
。


※
日
頃
の
健
康
へ
の
心
配
り
が
ハ

ウ
ス
病
を
防
ぎ
ま
す
。
今
一
度
、

自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

o o

V

ー
開
催
結
果
と

改
植
の
促
進
|

昨
年
士
産
つ
ん
し
ゅ
、 
7
み
か
ん
は

豊
作
年
で
あ
り
、
ま
た
玉
伸
び
も

非
常
に
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
浮

皮
果
の
発
生
が
多
く
、
ま
た
市
況

も
低
迷
し
豊
作
を
素
直
に
喜
べ
な

い
年
で
し
た
。

先
般
の
果
実
品
評
会
は
町
を
はω

ハ
ウ
ス
病
に

ご
用
心

二
月
号
に
掲
載
し
た
よ
う
に
ハ

ウ
ス
病
の
原
因
に
は
い
ろ
い
ろ
な

要
因
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
注

意
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
高
温
多

湿
に
よ
る
熱
中
症
と
、
冬
に
人
工

的
な
夏
の
気
象
条
件
下
で
働
く
こ

と
に
よ
る
気
候
不
適
応
で
す
。 

じ
め
指
導
機
関
の
奨
励
し
て
い
る

十
万
、
古
田
を
中
心
に
青
島
や
大

津
田
号
も
含
め
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
出
口
聞
に
対
し
出
品

者
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話

い
た
だ
い
た
果
研
役
員
の
方
々
を

は
じ
め
、
関
係
者
各
位
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
各
地
か
ら
九
十
八
点
が
審

査
対
象
と
し
て
出
品
さ
れ
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
内
容
外
観
と
も
非

常
に
立
派
で
、
審
査
員
の
方
も

「
秀
ロ
聞
が
そ
ろ
い
、
ど
れ
を
入
賞

さ
せ
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
の

こ
と
で
あ
り
、
受
賞
品
を
選
定
す

る
の
に
苦
労
を
し
た
ほ
ど
で
す
。

「
全
般
に
糖
度
が
低
く
、
品
質

が
悪
い
」
と
言
わ
れ
た
六
十
二
年

産
栗
で
も
「
さ
す
が
援
防
系
統
し
や

の
う
。」
と
一
同
は
惑
心
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
優
良
系
は

従
来
の
ユ
ズ
台
尾
張
系
と
は
内
容
、

外
観
と
も
大
き
く
違
い
ま
す
。
今

年
は
積
極
的
に
改
植
に
取
り
組
み
、

高
品
質
の
も
の
を
栽
培
す
る
よ
う

に
、
計
画
を
た
て
て
下
さ
い
。

六
十
三
年
度
も
町
は
両
農
協
と

歩
調
を
合
せ
、
改
植
事
業
に
意
欲

を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

開
拓
の
心
で
十
万
、
古
田
へ
の

改
植
を
図
れ
ば
、
五
年
後
に
は
黄

金
の
山
と
な
る
で
し
ょ
う
。

。
冬
の
気
候
不
適
応

暑
い
ハ
ウ
ス
内
か
ら
寒
い
外
へ

出
る
と
ゾ
ッ
と
察
庁
か
歳
ヤ
し
ま
す
。

こ
れ
を
温
熱
シ
ョ
ッ
ク
と
い
い
ま

す
。
こ
の
実
冷
刺
激
を
う
け
る
と

皮
膚
の
血
管
は
反
射
的
に
収
縮
し

鳥
肌
が
た
つ
等
熱
の
放
散
を
防
ぎ

ま
す
。
こ
れ
を
ひ
ん
ぱ
ん
に
繰
り

返
す
と
反
射
機
能
も
弱
ま
り
健
康

異
常
が
お
こ
り
ま
す
。
普
通
、
温

度
差
が
十
度
以
上
の
気
温
に
繰
り

返
し
さ
ら
さ
れ
る
と
、
体
温
調
整

機
健
か
障
害
を
お
こ
し
、
鼻
汁
、

頭
痛
、
悪
感
雀
寸
の

「か
ぜ
ひ
き
症

状
」
を
お
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
て
、

ハ
ウ
ス
農
家
に
は
、
風
邪
が
ひ
き

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
優良系貯蔵用みかん果実品評会

MUS04
テキストボックス
ハウス病にご用心施設園芸農家の方へ



(4)つ ら 昭和63年 3月1日ずコカ為
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高居閉凶『人間『
宿
刷隣

ω
円
国

内

ζ
笛
加

の
出
来
事
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
税

金
の
こ
と
も
、
報
道
し
て
い
た
よ

う
で
あ
っ
た
が
、
私
は
あ
ま
り
真

剣
に
は
、
聞
い
て
い
な
か
っ
た
。

突
然
績
か
ら
母
か
「
税
金
ね
え
�
 。」
l

と
、
た
め
息
を
つ
く
占
つ
に
言
っ

た
。
怠
は
、
税
金
の
こ
と
な
ど
、

ち
っ
と
も
分
か
ら
な
い
の
で
、
母
の

言
葉
が
気
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
、

母
や
父
に
税
金
の
話
を
聞
い
て
み

た
。話

に
よ
る
と
税
金
を
納
め
る
こ

と
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
っ
て
全

国
の
大
人
た
ち
が
納
税
を
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
そ
の
お
金
は
い
ろ

い
ろ
な
物
に
姿
を
変
え
て
、
わ
た

し
た
ち
の
生
活
の
た
め
に
、
役
立
っ

て
い
る
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ス
を
力
い

っ
ぱ
い
走
り
ま
し
た
。

中
で
也
、
わ
た
し
た
ち
に

一
番

関
係
の
深
い
学
校
や
教
科
書
、
図

書
館
、
医
療
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
沢
山
な
大
切
な

も
の
が
税
金
の
お
か
げ
で
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
今
ま

で
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
納
税
の

大
切
さ
に
驚
い
た
。

そ
の
た
め
、
い
ろ
ん
な
物
に
税

金
を
か
け
る
。
例
え
ば
今
、
父
が

飲
ん
で
い
る
洋
酒
に
も
、
税
金
が

か
か
っ
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
税

の
種
類
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
そ
う
で
、

そ
の
一
つ
一
つ
に
、
税
金
が
、
か

け
ら
れ
て
い
る
。
毎
日
朝
早
く
か

ら
出
か
け
て
行
っ
て
、
働
い
て
作
っ

た
大
切
な
お
金
か
ら
、
み
ん
な
が

よ
い
社
会
を
作
る
た
め
に
、
助
け

税について 中
守品4ー』

生
優の�  

|秀税

品す
る

作員


作
文� 

勝浦中学校 2年

吉岡 美和

氷
の
音
が
コ
ロ
ン
と
な
る
。
コ
ッ

が
ら
そ
れ
か
』
飲
ん
で
い
た
口
私
も
、

横
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
。
番
組

は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
時
間
で
、
今
日

プ
の
中
に
は
、
氷
と
洋
酒
が
入
っ

て
い
る
。
父
は
、
テ
レ
ビ
を
見
な

AQE 
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駅 =
町
|
多
防
ポ
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グ
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-
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、
バ
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J
山
叩

全 国 犬 舎 �  I
日時�  3月13日(日γ

午前 9時から，


場 所 勝浦中学校グラウ，


申込 町教育委員会事務局 
  

締切り 3月 5日(土)まで


主催 勝浦郡陸上競技協会外 


l
A

/
#
4
9
d

界
〆
ド
ノ
�
 

秒
優
勝

〈
上
位
チ
ー
ム
総
合
成
穆

男
子
一
位

女
子
一
位

生
比
奈
ク
ラ
プ
A

(
幻
分
担
秒
)

二
位

坂
本
フ
ァ
イ
タ
|
ズ

(
釘
分
日
秒
)

延
野
少
女
パ
レ
l
A
�
 

績
瀬
少
女
パ
レ
l
A

三
位

生
比
奈
ク
ラ
プ
叩

(
品
分
 H
秒
)

(日
分
割
秒
)

合
う
た
め
に
、
お
金
を
出
し
合
っ

て
い
る
。
住
み
よ
い
国
作
り
、
町

作
り
を
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
で

あ
る
が
、
も
し
、
勝
手
な
こ
と
を

言
っ
て
税
金
を
納
め
な
か

っ
た
ら
、

わ
た
し
た
ち
は
、
ど
ん
な
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
思
う
だ
け
で
も
、

恐
ろ
し
く
な
る
。

わ
た
し
た
ち
が
、
豊
か
な
楽
し

い
暮
し
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
ま
じ
め
に
税
金
を
納
め
て
く

れ
て
い
る
お
か
げ
だ
と
思
う
。
税

金
の
話
を
聞
い
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

社
会
の
こ
と
が
分
か
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
大
人
の
皆
さ
ん
に
感

謝
の
心
で
、
自
分
も
成
人
し
た
ら
、

少
な
く
て
も
納
税
し
て
、
お
返
し

が
出
来
た
ら
と
思
う
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
公
隠
審
判

限
定
購
習
会
(
二
種
・
三
種
)

大
雪
に
見
舞

わ
れ
た
一
月
二

十
四
日
町
内
外

l

二
十
二
チ
�
 ム、

二
百
五
十
人
の

チ
ピ

ッ
コ
ラ
ン

ナ
ー
が
参
加
し
、

十
二

・
六
�
 

(
一
区
間
一の

コ
!

四
J
)

J

日
時

3
月
6
日
(
日
)

午
前
8
時
叩
分
�
 
i

場
附
八
万
中
学
校

※
詳
し
く
は
町
教
育
委
員
会
ま
で

二
位

l
 

(臼
分
組
秒
)

三
位
生
比
奈
少
女
パ
レ

M

A
 (日
分
�
 秒
)

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文優秀作品

MUS04
テキストボックス
第2回勝浦町スポーツ少年団連合会駅伝生比奈クラブＡ・横瀬少女バレーＡ共に二年連続優勝
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ハ
ノ
古
ず
し
ょ
内
ノ
。

が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
父
兄
の

方
も
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
下
さ

、0

。
毎
月
一
日
(
四
月 

十
二
月
)

l

午
後
五
時
か
ら
各
支
部
毎
に
集

・・ v

ま
り
、
支
部
長
の
指
導
で
適
地
に

花
を
咲
か
せ
る
作
業
を
し
ま
し
ょ

内ノ。。
種
、
菌
、
肥
料
、
作
り
方
は
、

支
部
の
特
性
を
生
か
し
ま
し
ょ

。

今
年
も
会
員
相
互
の
協
調
性
と

ハノ

和
で
連
帯
感
を
育
て
つ
つ
、
き
れ

い
な
町
づ
く
り
の
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。

野
辺
に
咲
く
、
名
も
な
い
花
に

も
そ
の
花
の
も
つ
美
し
さ
が
あ
り
、

生
命
が
あ
り
、
詩
が
あ
り
、
一
輪

の
花
に
心
が
や
す
ら
ぎ
ま
す
。
ま

l

た
、
恋
心
を
花
に
託
す
美
少
年
、

愛
を
花
に
告
白
す
る
乙
女
な
ど
、

私
達
家
族
の
安
住
の
場
を
花
で
飾

ビ 

ム
・
ラ
イ
フ
ル

婦
人
会
は
新
と
く
し
ま
県
民
運


動

・
第
出
回
徳
島
県
花
い
っ
ぱ


い
コ

ン
ク
ー
ル
で
「
優
良
賞」
  

‘
を
受
賞
し
ま
し
た
。

。
川
崎
国
体
に
む
け
て

「
花
と
み
ど
り
、
心
う
る
お
う

勝
浦
町
」
の
町
。
つ
く
り

。
共
同
作
業
を
す
る
こ
と
に
よ
り

心
あ
た
た
ま
る
地
域
活
動
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

第

3
回競

技
講
習
会

3
月
5
日
出

午
後
2
時
か
ら
6
時

勝
浦
町
住
喧
福
祉

セ
ン
タ
ー 
3
階
ホ 

ル
l

入
し
ま
し
ょ
う
。

の
場
合
一
人
二
口
ま
で
加
入
で

き
ま
す
が
、
町
が
負
担
す
る
の

は
一
口
分
で
す
。
)

。
保
険
金
輩
肇
霜

特
に
必
要
な
も
の
は
、
管
内

警
察
及
び
自
動
車
安
全
運
転
セ

γ
タ 

の
発
行
す
る
事
酔
証
明

l

書
で
す
。
自
転
車
の
自
損
事
故

等
ど
ん
な
軽
微
な
事
故
で
も
警

察
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。 

G島


。
申
込
窓
口

。
申
込
受
付 

役
場
住
思
福
祉
課

参
加
者

参
加
費

講

師

希
望
者

無

料

徳
島
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃

協
会

o

昭
和
六
十
八
年
に
徳
島
県
と
香

3
月
白
日
(
木
)
ま
で

申

込

書

別

紙

折

込

用

紙

申
込
書
を
切
り
取
り
、
記
入

押
印
の
う
え
持
参
し
て
下
さ
い
。

川
県
共
催
で
行
な
わ
れ
る
第
四
十

八
回
国
民
体
育
大
会
の
会
場
に
私

た
ち
の
町
、
勝
浦
町
が
候
補
地
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
、
二
回
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
多
く
の
方

に
こ
の
競
技
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
第
三
回
目
の
講
習
会
を

次
の
と
お
ハ
蘭
躍
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
、
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
小
学
生
、
中
学
生
の
方

万
一
巳
備
え
家
族

み
ん
な
で
加
入
し
よ
う

H

町
民
交
通
傷
害
保
険 
l

勝
浦
町
内
で
は
、
今
年
に
入
っ

て
早
く
も
二
件
の
死
亡
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
あ
な
た
も
、
い
つ

事
故
と
出
合
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

万
一
に
備
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て
加

。
保
険
期
間

。
保
険
料

4
月
1
日
か
ら 
1
年
問

一
口
四
百
八
十
円
(
一
人
二

口
ま
で
)

た
だ
し
四
月
一
日
現
在
、
保

育
所
の
幼
児
、
幼
稚
園
児
、
小

中
学
生
に
つ
い
て
は
、
町
が
半

額
を
負
担
し
ま
す
か
ら
、
一
人

二
百
四
十
円
と
な
り
ま
す
。
(
こ

aで飾るう

1 
三

場 日

所 時� 

ー¥: 勝浦土地改良区からお知らせ� i 

; 昭和� 62年度畑総農道賦課金� ; 

~ (負担金)の納付について 

t 畑総、農道関係者のかたで，未だ負担金を納付� t 

; していないかたは，納期が� 3月5日(土)となっ� } 

ています。納付期限を過ぎると督促手数料と年

~ 14.6%の延滞金が加算されますから，期日まで� 

~ こ必ず納付してください。なお，滞納者を出し j 
t た地区関係者全員に連帯責任として，滞納逸官、

金を徴収します。� 

; ※延滞期聞が長い場合は，土地改良滅び国� ; 

税徴収法の例により滞南拠分を行います。 、

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町婦人会わが町を花で飾ろう

MUS04
テキストボックス
第3回ビームライフル競技講習会
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正しくお早目に

労
働
基
準
法
の

改
正
に
つ
い
て

週
法
定
労
働
時
聞
を
週
四
十
時

間
労
働
制
に
向
け
て
段
階
的
に
短

縮
す
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る

労
働
基
準
法
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
次
の

点
が
変
更
と
な
り
、
昭
和
六
十
一
一
一

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
辛
子

法
定
労
働
時
聞
は
週
四
十
六


時
間
、
一
日
八
時
間
(
一
定
規


模
又
は
業
種
に
属
す
る
事
業
に


つ
い
て
は
、
三
年
間
の
猶
予
措


置
が
あ
り
、
昭
和
六
十
六
年
三


月
三
十
一
日
ま
で
の
聞
は
、
現


行
ど
お
り
週
四
十
八
時
間
、
一


日
八
時
間
γ
と
な
り
ま
す
。


口

三

か
月
単
位
の
変
形
労
働
時


間
制
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制


な
ど
の
変
形
労
働
時
間
制
が
、


一
定
の
要
件
の
下
に
採
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

臼

年
次
有
給
休
暇
の
最
低
付
与
勝
浦
町
役
場
税
務
保
険
課

日
数
が
六
日
か
ら
十
日
に
引
き
縦
覧
時
同

上
げ
ら
れ
ま
す
。
(
規
模
三
百
人
平
日

以
下
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
猶

予
措
置
が
あ
り
ま
す
。
)

※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
董
官
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。 

固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧

三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま

で
の
問
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

無
料
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。課

税
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確

認
す
る
期
間
で
す
。
特
に
資
産
を

売
買
さ
れ
た
方
、
地
目
変
更
、
家

屋
を
新
増
築
、
改
築
、
取
得
等
を

さ
れ
た
方
は
、
一
度
確
か
め
て
下

さ
し
。

縦
管
荷
物
所

午
前
8
時
叩
分
か
ら

午
後 
5
時
ま
で

土
曜
日

午
前
中〈

短
歌
〉

散
り
行
く
も
行
か
ざ
る
花
も
愛
し

み
つ
山
茶
花
植
え
し
人
を
偲
べ
り

坂

本

谷

富

士

す
ず
か
け
の
歩
道
に
淡
き
冬
月
の

こ
ぼ
れ
て
二
つ
の
影
遠
ざ
か
り
ゆ

く

坂

本

新

居

普

夫
の
手
で
開
き
育
て
し
み
か
ん
園

ひ
ざ
曲
げ
墓
前
に
廃
園
告
ぐ
る

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

や
り
場
な
き
小
さ
な
怒
り
積
み
溜

め
て
無
言
の
術
を
構
え
る
少
女

横

瀬

桂

木

武

男

温
室
と
風
呂
の
湯
煙
り
立
ち
こ
め

昭
和
六
十
二
年
度

八
万
の
所
得
税
の
申
告

と
納
税
は
、
も
う
お

済
み
で
し
ょ
う
か
。

申
告
も
納
税
も
期
限

は
三
月
十
五
日
で
す
。

必
ず
期
限
内
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

て
菅
ふ
く
ら
む
四
五
輪
の
ラ
ン

横

瀬

錦

内

常

一

今
年 

」
そ
平
和
な
わ
が
家
と
願
い

ゆ
く
初
詣
の
眉
優
し
く
ひ
き
ぬ

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

吾
の
ゆ
く
あ
と
よ
り
-
ハ
イ
ク
か
け

ぬ
け
る
配
達
の
娘
は
も
み
し
捲
き

つ

つ

横

瀬

比

留

間

一

棟
梁
に
背
負
わ
れ
登
る
長
男
の
黄

の
鉢
巻
も
舷
し
く
見
上
ぐ

横
瀬
広
安
美
枝
子

鶏
糞
の
匂
い
移
り
し
作
業
衣
を
気

遣
い
乍
ら
検
診
車
に
入
る

横

瀬

谷

翠

山

黄
昏
を
戻
れ
ば
家
は
ひ
っ
そ
り
と

医
者
へ
行
く
と
の
走
り
書
き
あ
り

中

山

栗

城

絹

病
名
を
付
け
ら
れ
し
日
は
晩
酌
を

ひ
か
え
て
夫
は
言
葉
す
く
な
し

中

山

倉

越

ヒ

サ

ふ
る
び
ゆ
く
吾
が
魂
に
一
撃
を
与

え
て
清
し
十
代
の
詩
は

中

山

山

下

房

雄

事
故
現
場
か
す
か
な
望
み
立
ち
切

ら
れ
花
束
の
み
が
海
へ
消
え
ゆ
く

立
川
竹
田
あ
ゆ
み


鳴
き
声
を
鋭
く
残
し
鴨
の
南
天
の


実
落
と
し
と
び
朔
つ


立

川

堀

梅

子


窓
越
し
に
射
し
込
む
冬
の
陽
の
淡


く
ベ
ッ

ト
の
吾
を
優
し
く
包
む


立
川
前
田
チ
エ
子


川
添
い
の
梅
の
並
木
は
盛
り
に
て


孫
連
れ
渡
る
板
橋
の
鳴
る


棚

野

谷

新

太

郎


あ
め
湯
な
ど
振
る
ま
う
庖
の
並
び


い
て
結
願
寺
の
庭
は
凍
り
ぬ


v

棚

野

一

楽

靖

子

弱
肉
の
世
を
肯
い
て
横
た
わ
る
皿

の
魚
の
見
聞
き
し
限

棚

野

殿

川

早

苗

か
な
わ
ぬ
と
言
い
つ
つ
触
れ
て
つ

む
み
か
ん
生
産
過
剰
と
言
う
名
の

も

と

に

棚

野

広

井

貞

代

知
ら
ぬ
ま
に
老
化
現
象
か
用
件
を

受
話
器
置
く
な
り
す
ぐ
メ
モ
を
取

る

中

角

平

間

豊

子

雪
の
庭
小
鳥
に
揺
せ
る
割
り
み
か

ん
住
め
る
主
の
心
伝
わ
る

棚

野

島

勉

紅
葉
の
山
坂
越
え
て
谷
川
の
ほ
と

り
に
集
う
声
の
楽
し
さ

星

谷

玉

置

照

子

映
像
は
外
れ
し
歌
手
に
容
赦
な
く

秘
め
し
こ
こ
ろ
を
探
ら
ん
と
す
る

掛

谷

斎

藤

重

子

干
す
足
袋
に
吹
く
風
あ
り
て
睦
ま

じ
く
踊
れ
る
さ
ま
に
綜
が
光
る

沼

江

大

岡

梅

子

銀
髪
は
銀
髪
の
ま
ま
還
暦
に
似
合

う
微
笑
母
は
浮
か
べ
り

横

瀬

田

中

久

子

初
雪
に
髪
飾
り
揺
れ
る
娘
の
肩
に

舞
い
て
は
今
日
を
祝
う
如
く
に

中
山
溝
内
喜
美
代

曲
演
の
明
日
暗
き
産
物
自
由
化
の
こ

め
ま
で
狙
う
ガ
ッ
ト
が
憎
し

横

瀬

稼

勢

広

夫

出
品
聞
は
毎
月
五
固
ま
で
に
三
句
ハ

ガ
キ
で
、
送
り
先
勝
浦
町
三
渓

稼
勢
広
士
大
ま
で
町
内
在
住
の
方
に
限

り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
そ
の
次
は
俳
句
と
交

代
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句

く
だ
さ
い
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
所得税の確定申告は正しくお早目に

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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字大字大
川 字定字
原 三岡三

渓渓

堺

2 号第 

ー、、

戸
籍
の
窓 

(敏裕略) 

φ
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
宇
=
藻
宇
市
ノ
江

阿

部

春

夫
(
臼
歳
)

大字
沼
江
宇
黒
岩

岡

田

正

己 

(
歳 
)

ω

大字
ま
-牢宝
困

岩

城

仁

平

(
船
蔵
)

大字中
角
宇去の木

米

国

マ

ス 
(
竹
歳
)

大
宇
沼
江
宇
神
谷
竹

村

巻

次 
(
位
歳
)

大
牢
三
き
ず
僅
瑚
一
種
差
喜
美
恵
(
位
歳
)

大
字
三
機
宇
倉掴
一
倉
橋
ア
ヱ
子
(
百
歳
)

し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
活
力
あ
る
徳
島
の
実

現
に
役
立
ち
ま
す
。

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た 

場
附

短
歌
山
[
子
級

時
同

場
附

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室3

月
四
日 
(土
)

午
後
1
時
か
ら

住
思
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室

就
学
援
助
制
度
に
関
す
る

お
知
ら
せ

小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
が

い
る
家
庭
で
、
次
に
該
当
す
る
家

庭
は
、
医
療
費
、
給
食
費
、
学
用

品
費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

一
、
前
年
度
又
は
当
該
年
度
に

同

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ

て
い
る
。

二
、

一
以
外
の
者
で

同

職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日

雇
労
働
者
を
希
望
し
、
求
職
申

込
を
し
て
い
る
。

川

前
年
の
収
入
が
一
定
額
以
下

月
刊
日 
1
2
月
刊
日

で
あ
る
。
等

な
お
、
詳
し
く
知
り
た
い
方
は

勝
浦
町
教
育
恭
員
会
事
務
局
ま
で
、

A
I

A
l

月
刊
日 
1
2
月
刊
白

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
字中
角
東
前

字
東
山

勝
彦
/
長
女

優

子

¥

久

美

子

健
司
/
長
男

佳
都

子

¥

亮

介

大
字
三
渓
藤
田

実
/
長
男

字
上
川

原

佳

美

」

祐

樹

栗
城
仁
儀
さ
ん
(
中
山
)

山
畑
哲
夫
さ
ん
(
今
山
)

沢
野
源
一
さ
ん
(
坂
本
)

中

村

悟

さ

ん

(

横
瀬
)

匿

名

(

横
瀬
)

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ 
d

昭
弘 
J

長
女

大
字
沼
江
高
橋

字
冗
山

規
句
子

¥

絵

梨

佳

大
字
沼
江

沖
成

宏

/

長

男

字
平

間

幸

子

」

雄

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

利
子
課
税
制
度
が

変
わ
り
ま
す

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら

預
貯
金
等
の
利
子
に
対
し
て
二 
O

%
の
税
率
分
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま

す
。こ

の
う
ち
五
%
は
県
民
税
利
子

割
と
し
て
納
入
さ
れ
、
そ
の

一
部

が
各
市
町
村
に
対
し
て
交
付
金
と

習
{
孟
子
級

寄宿


3
月
3
日 
(木
)

3
月
口
日
(
木
)

午
後
7
時 

午
後
9
時

i

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

図

書

室

と

な

間

生
活
保
護
が
停
止
又
は
廃
止

以
上
の
か
た
か
ら
善
意
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

-v



宜
信
/
長
男

鈴

代

¥

耕

和
広
ノ
長
女

字
北

照
美
¥
優

っ
た
。

町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
。

赤岩医院  

2-2006 

上勝診療所  

6-0302 

勝浦病 院@臼
山 西 医院23日
勝 浦 病院25日
湯浅医 院@日
勝浦病 院29日
赤岩医院31日

平日 午後6時一翌朝午前9時 耳の日 (3月3日) 
休日 午後ア時一翌朝午前9時

目IJ
回

大
字
生
名
星
合

ご
結
婚
お
め
で
と
う

子則 雪 宏夜孝佳幸美納代志  衣 佑 太

3
月
7
日 
(月
)

川

3
月
日
日
(
木 
)

暴
語
学
級

時
同

午
後
7
時
加
分
1

同

国
民
年
金
の
掛
金
又
は
国
民

午
後
9
時
加
分

健

康

保

険

税

の

減

免

歩

受

け

た

。

凶
日
開
膝
教
室

同
日
制
手
芸
教
室

口
日
附

踊
り
教
室

初
日
間

生
花
教
室

幻
日
間

藤
教
室

辺
日

ω
着
付
教
室

幻
日
制

手
芸
教
室

初
日
出

習

字

教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸

・
藤
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
主
つ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

¥
大
字
三

渓
字
寺
谷
清
水

/
大
字
棚
野
字
北
川
原
増
田

¥
大
字
棚
野
字
ロ
立
川
斗
別
回

/

小

松

島

市

佐

藤

¥
大
字
星
谷
字
山
下
秋
本

/

徳

島

市

鎌

田

¥
大
字
生

名

字

北

手

塚

/

兵

庫

県

武

田

¥
大
字
棚
野
字
桧
岡

遠

藤

/

半

図

町

若

松

¥
大
字
久
留
字
原
池
内

/

小

訟

島

市

住

村

友義 美 小佳美重恵 修考

夜間放急当番表

〔電話番号〕 

勝浦病院

2-2555 I 

山西医院

2-3027 

勝浦病 院3月オ日

上勝  52療所3日
勝浦病院5日
山西医院フ日
勝浦病院9日
湯浅医 院11日
勝浦病 院⑬日

赤岩医 院
湯浅医院  

勝浦病 院  
2-2003 

上 勝 診療所  

15日
17日
19日

勝
浦
会
館
三
月
行
事

8 74  3 2 
日日日日日
(刈(月)幽(村休)

日
日
附

手
芸
教
室

踊
り
教
室

生
花
教
室

藤
整
室

習
字
教
室

着
付
窓
至

踊
り
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究

会
三
月
定
例
会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



昭和63年� 3月� 1日 (8)らつずコヌb込� 

と

き

と
こ
ろ

該
当
児t! ~~~él~ 


第213号� 

時

。
乳
児
健
康
診
査

j

2

日

巡
回
健
康
相
談

血
圧
が
高
く
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
自
覚
症
状
で
判
断
せ
ず
、

血
圧
を
測
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
気
づ
か
な
い
う
ち
に

発
生
し
て
い
る
病
気
を
早
く
発
見

し
、
病
気
が
重
く
な
ら
な
い
う
ち

に
手
当
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
気
軽
に
お
こ
し
下
さ
い
。 

午
後 
1
時
加
分 

今
月
の
健
康

女
血
圧
を
上
げ
な
い
暮
し
の
工
夫

-
ス
ト
レ
ス
解
消
に
努
め
よ
う

血
圧
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心

の
動
揺
で
、
す
ぐ
に
上
下
し
ま

日浦直子ちゃん

※
母
子
手
帳
、
問
診
票 

(

に
お
渡
し
し
ま
す
。)
を
ご
持
参

下
さ
い
。

該
当
児
昭
和
白
年
叩
月 
1
日 

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
三
種
混
合
予
防
接
種 

i

H

午
後 
2
時
1
2
時
加
分

日
年 
1
月
白
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。 

乳
児
健
康
診
査

i
2

3
月
日
日
(
金
)
午
後

1
時
加
分 

時
加
分

幼
児
ツ
ベ
リ
ク
リ
ン

反
応
検
査 

と

き

と
こ
ろ 

3
月
幻
自 
(水
)

午
後 

1
時
却
分
1
2
時
初
分

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

料
金
は
、
無
料
で
す
。

健
康
手
帳
を
ご
持
牽
「
さ
い
。 

3
月
日
日
(
月
)
午
後

1
時
初
分
1
2
時
加
分

き

す
。
仕
事
の
対
人
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
、
過
労
、
睡
眠
不
足
な
ど
は

強
い
ス
ト
レ
ス
に
な
り
、
心
を

一

不
安
定
に
さ
せ
血
圧
を
主
け
ま

す。
ス
ト
レ
ス
解
消
の
手
軽
な
方

法
は
、
体
を
動
か
す
ζ
と
♀
散

歩
、
ス
ポ
ー
ツ
、
旅
行
、
好
き

な
音
楽
を
聴
い
た
り
す
る
と
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
血
圧
も
下
が
り
ま

す。
頭
の
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
換
え

が
早
い
ほ
ど
よ
い
の
で
、
悩
み

タ
ー

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
白
年 
4
月
1
日
1 

6
月
初
日
ま
で
に
生
ま

u

れ
た
子

月
剖
日
ま
で
に
生
ま

と
こ
ろ

 々

該
当
者

昭
和
白
年 
1
月
1
日

/
1
i

l 

該
当
者 

2
歳 

歳
未
満
の
子

接
種
方
法

四
か

料

金

無

料

i
4

i

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

第
1
期
・
1
か
月
ご

と
に 
3
回
接
種

第
2
期・・・第 

1
期
終

了
後
ロ
か
月 

れ
た
子
と 
4
歳
未
満
で

ま
だ
受
け
て
い
な
い
子

月
後
に 
1
回
接
種

や
心
町 
」
と
が
あ
る
と
き
も
、

んめ


ー飼し、犬は必ずつないでください 場 所 内容月 日 時 間

午前10時~不用犬買い取り日� 坂本集会所3月9日休) 111侍30分� O尿検査� 
午後� 1時30分

O血圧測定3月10日附 今山公会堂-3時� 
Oその他� 

1/ 槻野集会所3月17日榊
健康に関� 

11 する相談星谷集会所(村日24月3

1/ 孟A1'<ム、f久国3月28日開)� 

v

※ 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

乳
児
健
診
及
、
び

離
乳
食
講
習
会

と

き 

3
月
お
日

(
金
)

と
こ
ろ
勝
浦
病
院
小
児
科

内
容
。
離
乳
食
講
習
会

勝浦コーラスクラブ

「みんなで楽しくコーラス

を」と呼びかけたところ、歌

の好きな男女16名が集まり� 

2月5自に、勝浦コーラスク

ラブを結成しました。毎週火

曜日の午後�  7時30分から� 9

料

金

無

料

。
3月日
日

(
水
)
午
後 
1
時
叩

分
1
2
時
却
分
ま
で
、
勝
浦
町

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
判
定
及

B
C
G

び
陰
性
者
に
は 

接
種
を

行
い
ま
す
。

時まで、横瀬・桜木塾でレ ッ

スンをしています。

あなたも私たちと一緒にコー

ラスをしませんか?

ご希望の方はいつでもお越

し下さい。会費は月額� 500円。

電話でのお問い合わせは吉野� 

(fi2 -2379)まで。

※
母
子
手
帳
と
、
印
鑑
を
ご
持

参
下
さ
い
。

3月定例心配ごと相談

日時� 3月4日樹

午前10時~午後� 3時

内容 人権・行政・厚生・福祉

場所 住民福祉センター� 2階

(平日でも受付しておりますので¥
お気軽にお問い合わせください/

気
分
転
換
を
積
極
的
に
は
か
つ

て
下
さ
い
。
そ
し
て
十
分
な
睡

眠
を
と
り
、
い
づ
も
落
ち
つ
い

た
心
で
い
た
い
・
も
の
で
す
。

-
タ
バ
コ
を
ひ
か
え
よ
う

タ
バ
コ
は
血
管
を
収
縮
さ
せ

る
作
用
が
あ
る
の
で
、
高
血
圧

ぎ
み
の
人
は
注
意
し
て
下
さ
い
。

ほ
う
っ
て
お
く
と
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
ゃ
す

く
な
り
ま
す
。

3月� g日か'J<)� 

3 月 23 日~J<)

成犬� 300円

小犬� 100円

と ※ 

犬の被害が増えています 日 程 表 o o

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
メンバー募集

MUS04
テキストボックス
巡回健康相談




